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●主な経歴
羽田　孜氏
＊昭和44年12月　衆議院議員初当選
　　　　　　　　（平成24年まで連続14期）
＊昭和60年12月　農林水産大臣就任
＊昭和63年12月　農林水産大臣就任
＊平成３年11月　大蔵大臣就任　
＊平成５年８月　副総理兼外務大臣就任
＊平成６年４月　第80代内閣総理大臣就任
　このほか郵政政務次官、農林政務次官、ま
た、所属政党においては党首などの要職
を歴任されました。

●受賞歴
＊桐花大綬章（平成25年春）
　内閣総理大臣として国政を担当されたほ
か、外務大臣などとして国政の枢

すう

機
き

に参
画し、多年にわたり国会議員として議案
審議の重責を果たされました。

　また、国家同士の友好関係の構築に寄与し
たとして、ドイツ連邦共和国の功労勲章
をはじめ、各国から勲章が授与されまし
た。

羽
田
孜
氏
に
上
田
市
名
誉
市
民
の
称
号
を
贈
呈

　

上
田
市
名
誉
市
民
は
、
市
の
学
術
や
文
化
、
経
済
な
ど
の
分
野
に
功
績
が
あ
り
、
郷
土
の
誇
り
と
し
て
多
く
の
市
民
か
ら
尊
敬
さ
れ
る

方
に
そ
の
称
号
を
贈
り
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
第
80
代
内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め
、
国
政
に
お
い
て
数
々
の
公
職
を
お
務
め
に
な
ら
れ
た
羽は

田た

孜つ
と
む

氏
に
、
市
議
会
９
月
定

例
会
で
の
議
決
を
経
て
、
上
田
市
名
誉
市
民
の
称
号
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

●
主
な
功
績

　

羽
田
孜
氏
は
、
昭
和
10
年
に
東
京
都
内
で

生
ま
れ
、
上
田
市
立
中
央
小
学
校（
現
清
明

小
）、
上
田
市
立
第
二
中
学
校
を
卒
業
。

　

昭
和
44
年
12
月
の
第
32
回
衆
議
院
議
員
総

選
挙
に
お
い
て
、
旧
長
野
２
区
か
ら
出
馬
し

ト
ッ
プ
当
選
を
果
た
し
て
以
来
、
14
期
43
年

に
わ
た
っ
て
衆
議
院
議
員
と
し
て
国
家
運
営

に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
国
民
の
声
を
国
政
に
反
映
さ
せ

る
べ
く
、
精
力
的
に
地
方
を
回
り
国
民
に
寄

り
添
う
政
治
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
６
年
４
月
に
は
長
野
県
選
出
の
国
会

議
員
と
し
て
初
め
て
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任

さ
れ
、
国
民
生
活
を
第
一
に
考
え
た
政
策
を

実
行
さ
れ
る
と
と
も
に
、
民
主
政
治
の
さ
ら

な
る
発
展
を
目
指
し
て
政
治
改
革
に
全
身
全

霊
で
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
審

議
会
会
長
な
ど
を
務
め
る
な
か
で
、
長
野
県

内
の
高
速
道
路
の
早
期
整
備
お
よ
び
長
野
新

幹
線
の
フ
ル
規
格
で
の
建
設
に
つ
い
て
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
、地
域
や
市
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

第80代羽田内閣発足　平成６年４月28日第80代羽田内閣発足　平成６年４月28日

新生上田市発足３周年記念式典新生上田市発足３周年記念式典
平成21年11月23日平成21年11月23日

国道18号上田バイパス２期工区国道18号上田バイパス２期工区
起工式　平成19年２月24日起工式　平成19年２月24日
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絆き
ず
な

を
確
か
め
合
っ
た
姉
妹
都
市
と
の
交
流
事
業

　

市
で
は
、
国
内
外
の
友
好
都
市
・
姉
妹
都
市
の
ほ
か
、
戦
国
武
将
・
真
田
氏
が
縁
で
の
大
阪
城
と
の
交
流
な
ど
、
都
市

間
交
流
を
通
じ
て
魅
力
あ
ふ
れ
る
信
州
上
田
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

合
併
時
に
は
、
旧
市
町
村
で
提
携
し
て
い
た
友
好
都
市
・
姉
妹
都
市
な
ど
と
の
提
携
継
続
を
確
認
し
合
い
、
以
来
、
毎

年
、
物
産
展
の
相
互
開
催
や
お
祭
り
へ
の
参
加
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
も
い
た
だ
き
な
が
ら
交
流
事
業
を
展
開
し

て
き
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
豊
岡
市
と
鎌
倉
市
の
交
流
事
業
の
模
様
を
紹
介
し
ま
す
。

●
豊
岡
市「
出
石
お
城
ま
つ
り
」に

　

母
袋
市
長
が
参
加

　

11
月
３
日
、
兵
庫
県
豊
岡
市
で
開
催
さ
れ
た

「
出
石
お
城
ま
つ
り
」に
、
母
袋
市
長
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

上
田
市
と
豊
岡
市
は
、
１
７
０
６
年（
宝
永

３
年
）の
上
田
城
主
仙せ
ん

石ご
く

正ま
さ

明あ
き
ら

と
出
石
城
主
松ま
つ

平だ
い
ら

忠た
だ

徳の
り

と
の
お
国
替
え
を
縁
に
、
昭
和
54
年
11

月
に
姉
妹
都
市
提
携
を
締
結
し
て
以
来
、
さ
ま

ざ
ま
な
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
出
石
お
城
ま
つ
り
に
は
、
毎
年
物
産

展
に
出
展
し
、
今
年
も
、
約
１
万
５
０
０
０
玉

の
り
ん
ご
が
午
前
中
に
完
売
す
る
な
ど
、
改
め

て
上
田
産
り
ん
ご
の
人
気
の
高
さ
が
実
感
で
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
豊
岡
で
育
っ
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
、
本

年
９
月
下
旬
の
飛
来
以
降
、
１
か
月
以
上
継
続

し
て
上
田
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
祭
り

の
開
会
式
で
母
袋
市
長
は
、「
今
回
の
コ
ウ
ノ

ト
リ
の
飛
来
を
契
機
と
し
、
豊
岡
市
と
上
田
市

が
幸
せ
い
っ
ぱ
い
に
包
ま
れ
、
市
民
の
交
流
・

絆
が
さ
ら
に
深
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」

と
、
祝
辞
を
述
べ
、
市
内
の
た
め
池
で
撮
影
さ

れ
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
写
真（
撮
影
／
小お

川が
わ

稔み
の
る

さ

ん
・
下
塩
尻
）を
、
中な
か

貝が
い

宗む
ね

治は
る

豊
岡
市
長
に
手

渡
し
ま
し
た
。

●「
り
ん
ご
オ
ー
ナ
ー
収
穫
祭
」に

　

松
尾
鎌
倉
市
長
が
参
加

　

11
月
16
日
、
上
田
市
で
行
わ
れ
た
り
ん
ご

オ
ー
ナ
ー
事
業
の
収
穫
祭
に
、
松ま
つ

尾お

崇た
か
し

鎌
倉
市

長
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

信
州
上
田
の
清す
が

々す
が

し
い
自
然
と
触
れ
合
い
な

が
ら
旬
の
味
覚
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
始

ま
っ
た
の
が
、
信
州
う
え
だ
農
業
協
同
組
合
関

連
会
社
の
信
州
フ
ァ
ー
ム
に
よ
る
り
ん
ご
オ
ー

ナ
ー
制
度
。
鎌
倉
市
を
中
心
に
始
ま
っ
た
同
事

業
は
、
今
年
９
回
目
を
迎
え
３
０
０
人
を
超
え

る
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

収
穫
祭
に
初
め
て
参
加
さ
れ
た
松
尾
市
長

は
、
関
係
者
の
手
ほ
ど
き
で
り
ん
ご
の
収
穫
を

体
験
し
た
り
、
も
ぎ
た
て
の
り
ん
ご
を
堪
能
さ

れ
ま
し
た
。
開
会
式
で
は
、「
先
日
鎌
倉
市
の

物
産
展
に
も
参
加
い
た
だ
き
、
魅
力
あ
る
物
産

を
よ
り
発
展
さ
せ
る
べ
く
絆
を
深
め
た
い
」と

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
し
た
オ
ー
ナ
ー
の
皆
さ
ん
は
、

「
上
田
の
り
ん
ご
を
食
べ
る
と
他
の
地
域
の
り

ん
ご
は
食
べ
ら
れ
な
い
」、「
り
ん
ご
を
好
き
で

は
な
い
人
に
お
土
産
と
し
て
あ
げ
る
と
、『
り

ん
ご
っ
て
、
こ
ん
な
に
お
い
し
か
っ
た
ん
だ
』

と
喜
ん
で
く
れ
る
ん
で
す
」と
い
っ
て
、
収
穫

体
験
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。　

新生上田市の発足に当たり、平成18年8月18日、各都市の代表を上田市に
お招きし、交流継続のための合同調印式を行いました。
○国内の友好都市・姉妹都市及び災害時応援協定都市
　都市名 提携市町村 提携年月（旧市町村での提携順）
　和歌山県九度山町 旧真田町 昭和52年５月
　神奈川県鎌倉市 旧上田市 昭和54年11月
　新潟県上越市 旧上田市 昭和54年11月
　兵庫県豊岡市 旧上田市 昭和54年11月
　（旧出石町として）
　東京都練馬区 旧武石村 平成６年12月
○災害時応援協定都市
　埼玉県上尾市 旧上田市 平成10年９月
　静岡県沼津市 旧上田市 平成10年11月

　  秘書課　TEL22・3435

中貝豊岡市長（写真上・左）にコウノトリの写真贈呈

松尾鎌倉市長（写真上・左）も上田のりんごを堪能
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太
陽
光
発
電

太
陽
光
発
電  

上
田
市
所
有
施
設
の
屋
根
を
お
貸
し
し
ま
す

上
田
市
所
有
施
設
の
屋
根
を
お
貸
し
し
ま
す

◎
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
・
促
進
を
目
指
し
ま
す

　

上
田
市
は
、
全
国
有
数
の
日
射
量
を
有
し
て
お
り
、
太
陽
光
発
電
に
優
位
な
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で

も
市
民
の
皆
さ
ん
の
導
入
の
後
押
し
と
な
る
よ
う
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
施
設
設
置
費
補
助
金
の
充
実
や
、
事
業
所

用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
の
補
助
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
公
共
施
設
の
改
築
時
に
お
け
る
太
陽
光
発

電
設
備
の
設
置
な
ど
、普
及
促
進
に
向
け
た
取
組
を
積
極
的
に
進
め
て
き
て
お
り
、さ
ら
な
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
・
発
電
量
増
加
を
目
的
に
、
上
田
市
所
有
施
設
の
屋
根
を
利
用
し
た
発
電
事
業
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

１　事業場所
　1清明小学校屋内運動場（約20kw）
　　　大手二丁目４番41号
　2武石小学校屋内運動場（約50kw）
　　　上武石20番
　3川辺小学校屋内運動場（約60kw）
　　　上田原367番
　4真田中学校屋内運動場（約80kw）
　　　真田町長6326番１
　5丸子図書館（約80kw）
　　　中丸子1771番11
２　事業実施に伴う諸条件
　⑴事業開始 平成26年度中に
 発電を開始してください。
　⑵貸付料および契約方法
 有償貸付とします。１㎡当たり年額100円（税抜き）を最低価格

とし、施設ごとに最高価格を提示した設置事業者と契約します。
　⑶貸付期間 契約締結の日から20年間とします。契約の更新を希望する場

合は市と協議してください。
　⑷工事および運営管理
 本事業の工事および維持管理などには、できるだけ市内事業者

の活用を考慮してください。
　⑸設備の撤去
 発電終了に当たっては、事業者の負担と責任において、終了後

６か月以内に発電設備などの撤去とともに、屋根の原状回復を
行ってください。

　⑹損害賠償責任および紛争解決
 本事業の実施中に起きた紛争に関しては、事業者の責任におい

て解決を図ってください。
３　応募要件
　⑴応募資格 市内に本店、支店などの営業拠点を有する法人（複数事業者が

参加する共同事業としての応募も可能）。ただし、破産の申立
がなされている者や国税・地方税を滞納している者など応募で
きない場合があります。

　⑵スケジュール
　　申込期間・質問期間　12月２日㈪～13日㈮
　　質問回答　　　　　　12月20日㈮
　　見積合わせ　　　　　12月26日㈭
　　契約締結　　　　　　市が指定する日
　⑶参加申込 必要書類を生活環境課に直接持参・提出してください。参加申

込のない事業者は、見積合わせに参加できません。
※詳しくは市ホームページ、または生活環境課で配布している「太陽光発電上
田市所有施設屋根等貸付事業者募集要領」をご覧ください。

長野自動車道

しなの鉄道

長野新幹線

1

2

3

4

5

太陽光発電上田市所有施設屋根等
貸付事業　事業者募集
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冬の節電にご協力ください
　今年も、信州の寒い冬がやってきました。冬期は暖房、凍結
防止のために夏よりも電力使用量が増加します。グラフに示し
たとおり上田市は寒冷地であるため、それが顕著に現れます。
　市民の皆さんや各事業所では、体調などに無理のない範囲で
節電・省エネにご協力いただきますようお願いします。「節電・
省エネ虎の巻～12カ条～冬版」を参考に、身近なところから節
電・省エネに取り組み、寒い冬を乗り切りましょう。
　なお、市では、本年度も引き続き冬の節電対策に取り組みま
す。来庁される市民の皆さんには、庁舎の暖房、照明の節電な
どにご理解をお願いします。

　
　
　

◎
節
電
・
省
エ
ネ
虎
の
巻　

〜
12
カ
条 

〜　

一
、
窓
に
は
厚
手
の
カ
ー
テ
ン
や
断
熱
シ
ー
ト
を
貼
り
、
冷
た
い
外
気
の
侵
入
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

一
、
床
に
は
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
や
断
熱
シ
ー
ト
を
敷
き
、
床
か
ら
熱
が
逃
げ
る
の
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

一
、
こ
た
つ
に
は
、
上
掛
け
や
下
掛
け
布
団
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

一
、
扇
風
機
な
ど
を
使
い
、
天
井
に
上
が
っ
た
温
か
い
空
気
を
室
内
に
循
環
さ
せ
ま
し
ょ
う

一
、
水
道
の
凍
結
防
止
帯
の
節
電
に
留
意
し
ま
し
ょ
う

一
、
重
ね
着
や
保
温
性
の
優
れ
た
素
材
の
衣
類
を
着
用
し
ま
し
ょ
う

一
、
電
気
ポ
ッ
ト
や
炊
飯
器
の
保
温
を
や
め
ま
し
ょ
う
。
温
め
な
お
し
に
は
電
子
レ
ン
ジ
を
使
い
ま
し
ょ
う

一
、
お
風
呂
は
、
間
隔
を
あ
け
ず
続
け
て
入
り
、
追
い
焚だ

き
の
時
間
を
短
く
し
ま
し
ょ
う

一
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー
を
使
用
す
る
と
き
は
、
タ
オ
ル
で
良
く
拭
い
て
か
ら
使
い
ま
し
ょ
う

一
、
ト
イ
レ
の
保
温
便
座
の
設
定
温
度
を
下
げ
、
使
わ
な
い
と
き
は
保
温
便
座
の
ふ
た
を
閉
め
ま
し
ょ
う

一
、
あ
っ
た
か
シ
ェ
ア
で
暖
か
さ
を
分
け
合
い
ま
し
ょ
う

一
、
食
事
で
体
の
中
か
ら
温
ま
り
ま
し
ょ
う

長野県「あったかシェアスポット」募集中
　県では、暖かく楽しく過ごせる「あったかシェアスポッ
ト」を広く募集しています。冬の節電・省エネルギー対策
の一つで、商業施設や観光スポットなどに外出して暖かさ
を分け合い、節電・省エネを図る取組です。
　詳しくは下記へ問い合わせ、または県ホームページをご
覧ください。
　長野県環境部温暖化対策課環境管理係
　　TEL026・235・7209

冬版

　  生活環境課　TEL22・4100（内線1387）

　地球温暖化対策とエネルギー安定供給の確保には、国民全体での従来にも増した取組が求められています。また、その取組
は市民・事業所・行政にとって次の世代への責務です。
　政府は、今年度冬季の電力需給について、厳寒となるリスクや経済成長の伸び、企業や家庭における節電の定着などを考慮
の上で、電力の安定供給に必要な予備率３％以上を確保できる見通しであるとし、数値目標を設けない形で節電を要請してい
ます。市民の皆さんも省エネ意識を高めていただき、無理のない範囲で節電にご協力をお願いします。
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　  財政課
　　TEL23・5113

一般会計
　平成24年度は前年度に引き続き、地域経済を支えるための経済対策事業や、雇用・就労の機会を創出す
るための雇用対策事業に取り組むとともに、交流文化芸術センター・市立美術館の建設に着手し、清明小学
校体育館の改築や小中学校の耐震化事業を行うなど様々な事業を実施しました。

歳入は対前年比4.5％減の678億円
歳出は対前年比5.5％減の646億円

市税は約１％増の211億円
　歳入の３割を占める市税は、前年
度と比較して0.8％、約１億5,900万
円の増でした。
　このうち市民税は、税制改正（年
少扶養控除の廃止）の影響などによ
り９％増の約90億円でした。
　一方、固定資産税は、地価の下落
の影響などにより５％減の約95億
円でした。

市債は約23％減の55億円
　市債は、前年度と比較して23.3％、
約16億7,600万円の減でした。
　減額の主な理由は、丸子図書館整
備事業、城南公民館建替事業の終了
などにより、合併特例債が前年度と
比較して43％減となったためです。
　市債の９割以上は、返済に対する
国の支援が手厚い合併特例債と普通
交付税の不足分を埋めるために発行
する臨時財政対策債です。

・自主財源：市税、使用料など市が自主的に得られる財源
・依存財源：地方交付税、国・県支出金、市債など国や県の基準によって定

められた額が交付される財源

歳入

歳入合計
678億2,591万円
（前年度比4.5％減）

地方交付税
157億7,270万円（23.3％）

【地方交付税の内訳】
普通交付税 144億6,813万円
特別交付税 13億  457万円

市債
55億2,120万円
（8.1％）

国庫支出金
63億980万円
（9.3％）

県支出金
32億3,536万円
（4.8％）

その他
82億527万円（12.0％）
（施設の使用料や各種
証明手数料など）

諸収入
77億1,809万円
（11.4％）

自主財源　50.8％

依存財源　49.2％

市税
210億6,349万円
（31.1％）

【市税の内訳】
固定資産税 95億2,969万円
市民税 89億5,131万円
都市計画税 11億5,830万円
市たばこ税 10億1,534万円
軽自動車税  3億6,057万円
入湯税 4,828万円

　

平
成
24
年
度
の
市
の
決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い

た
だ
い
た
税
金
や
国
・
県
の
補
助
金
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

民生費は約３％減の190億円
　全体の約３割を占める民生費は、
自立支援給付などが増えた一方、高
齢者福祉施設整備事業の減などに
より、前年度と比較して2.8％、約
５億4,100万円の減でした。

総務費は約９％減の82億円
　総務費は、交流文化芸術センター・
市立美術館の建設に着手する一方、
川西地域自治センター整備事業が完
了したことなどにより、前年度と比
較して8.6％、約７億7,900万円の減
でした。

教育費は約13％減の57億円
　教育費は、清明小学校体育館の改
築や小中学校の耐震化事業を行う一
方、丸子図書館整備事業、城南公民
館建替事業が完了したことなどに
より、前年度と比較して13.1％、約
８億6,500万円の減でした。

歳出

消防費
16億4,555万円
（2.5％）

労働費
2億3,033万円
（0.4％）

災害復旧費
3,098万円
（0.0％）

歳出合計
645億9,994万円
（前年度比5.5％減）

民生費
189億9,956万円
（29.4％）

土木費
94億2,330万円
（14.6％）

総務費
82億4,979万円
（12.8％）

教育費
57億2,576万円
（8.9％）

商工費
53億1,656万円
（8.2％）

衛生費
36億7,359万円（5.7％）

公債費
84億3,372万円

（13.1％）

農林水産業費
24億7,277万円（3.8％）

議会費議会費
3億9,802万円3億9,802万円
（0.6％）（0.6％）

◎歳入・歳出ともに表示単位未満を四捨五入しています。
　端数処理のため合計額は一致しないことがあります。 66



会　計　名
決　算　額

各　事　業　の　あ　ら　ま　し
歳　入 歳　出

土地取得事業 16億3,280万円 16億3,280万円 土地などの取得に関する経費

塩田有線放送電話事業 6,290万円 6,290万円 平成22年度末の塩田有線放送電話事業の廃止に伴い、放送局舎など解体工
事を実施し、平成24年度末で特別会計廃止

同和地区住宅
新築資金等貸付事業 5,376万円 5,089万円 住宅新築資金などの貸付事業

国民健康保険事業 160億 875万円 156億8,724万円
自営業など他の健康保険に加入されていない方のための医療保険事務
（74歳までの方への医療費の給付）
○被保険者数　41,149人　○保険給付状況　105億309万円

後期高齢者医療事業 15億9,970万円 15億9,857万円
高齢者（75歳以上）および65歳以上の一定の障がいのある方を対象とした医
療保険の保険料徴収などの事務
○被保険者数　23,383人

介護保険事業 139億8,506万円 138億2,113万円
介護予防が必要な方および介護が必要となった方への保険給付ほか介護保
険運営事務
○第一号被保険者数　42,825人　　○保険給付状況　131億3,786万円

社会福祉授産事業 6,211万円 6,111万円 障がいを抱えた方一人ひとりの能力や希望に沿った就労の支援（上田・武
石の２事業所）

駐車場事業 1億8,300万円 1億8,289万円 上田駅お城口および温泉口にある市営駐車場の管理運営

市街地再開発事業 6,703万円 6,692万円 上田駅前ビル「パレオ」の管理など

武石診療所事業 1億4,786万円 1億2,850万円 24時間往診体制をとっている公立の診療所（内科・外科など）

合　計 338億 297万円 332億9,295万円 　

特別会計
　特別会計とは、特定の事業や資金などについて、その収支を明確にするために一般会計と分けた会計で、上田市には10の
特別会計があり、会計全体の決算額（歳出）は、前年度と比べると9.2％、約28億1,200万円の増となりました。

【歳入】338億円　【歳出】333億円

※収益的収支：人件費、施設の維持管理費、減価償却費など経営活動に必要な経費
※資本的収支：施設の整備・投資、借入金の償還金などの費用

公営企業会計

会　計　名
収益的収支※ 資本的収支※

収　入 支　出 収　入 支　出
真田有線放送電話事業 5,579万円 4,632万円 0万円 9万円

産婦人科病院事業 4億8,657万円 5億2,992万円 1,829万円 2,430万円

水道事業 25億9,107万円 22億8,093万円 1億4,778万円 8億7,199万円

公共下水道事業 48億6,899万円 46億8,779万円 15億 585万円 40億4,869万円

農業集落排水事業 11億4,814万円 12億7,091万円 2億9,564万円 7億1,106万円

合　計 91億5,056万円 88億1,587万円 19億6,756万円 56億5,613万円

　公営企業会計とは、水道料金などの収益によって運営されており、会計全体の決算額（歳出）は、前年度と比べると7.6％、
約12億7,000万円の減となりました。

【歳入】111億円　【歳出】145億円

市　債
　市では、学校、病院、下水道などの公共施設を整備す
る場合に、市債（国や銀行などからの借入金）を活用して
います。財政負担を複数年に分け、計画的な財政運営を
行っています。

【現在高】1,464億円

◎市債の年度末現在高

区　分 24年度末 23年度末

一般会計 660億 790万円 679億7,908万円

特別会計 9億7,598万円 11億5,890万円

企業会計 793億7,718万円 827億 954万円

合　計 1,463億6,106万円 1,518億4,752万円

　市の貯金ともいえる基金を、平成24年度合計で約23億円積
み立てる一方、約５億円を取り崩して、事業実施のために活用
しました。

基　金 【現在高】　237億円

◎基金の年度末現在高【一般会計+特別会計】

区　　　分 24年度末 23年度末

財政調整基金 39億 969万円 34億 251万円

減債基金 39億1,931万円 33億5,931万円

その他の特定目的基金 135億9,586万円 128億6,370万円

定額運用基金 22億5,093万円 22億5,077万円

合　計 236億7,579万円 218億7,629万円
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～子どもたちの教育などのために～

教育費［57億円］
○小中学校施設整備事業……………………… 10億7,951万円
　（清明小学校体育館・塩田中学校改築事業、耐震補強事業
など）

○幼稚園助成事業…………………………………1億 470万円
　（私立幼稚園就園奨励費補助金など）
○要保護および準要保護児童援助事業…………… 8,097万円
　（就学援助費）
○公民館施設整備事業……………………………… 7,808万円
　（城南公民館建替事業など）

～救急・消防のために～

消防費［16億円］
○消防団運営事業…………………………………1億8,693万円
　災害時に迅速・円滑に対応するため、消防団活動の拠点と
なる分団詰所の新設工事などを行いました。

○消防施設整備事業………………………………… 4,395万円
　（耐震性貯水槽・消火栓の新設・改修など）

～道路や河川などの整備のために～

土木費［94億円］
○市道新設改良事業…………………………… 11億6,247万円
　（五反田新屋線、上田橋中島線、神畑原峠線など）
○交通安全施設整備事業…………………………4億5,139万円
　（小島手塚線、黒坪長島線、踏入大屋線など）
　歩行者の安全と交通の円滑化を図るため、歩道を整備し交
通安全対策に努めました。
○道路維持事業……………………………………4億4,670万円
　（小沢根線ほか）
○交通運輸対策事業………………………………3億4,950万円
　（別所線安全対策事業費補助、廃止路線代替バス運行費補
助ほか）
○市営住宅改修事業………………………………… 9,286万円
　（千曲町団地、桜台団地など）

～公共施設などの復旧のために～

災害復旧費［0.3億円］
　昨年８月の豪雨災害および９月の台風で被害を受けた道
路、農地などの復旧工事などを行いました。

～借りたお金の返済のために～

公債費［84億円］

目的税（入湯税および都市計画税）の使いみち

●入湯税は、観光施設の整備、消防施設などの整備、環境衛生施
設の整備などに要する費用に充てるため、温泉の入湯客に納め
ていただく目的税です。

【入湯税4,828万円を充てた主な事業の事業費】
○観光施設の整備…………………………………………… 433万円
　共同浴場整備
○観光振興（観光施設の整備を除く） ………………1億7,428万円
　別所温泉旅館組合補助金、丸子観光協会補助金、真田地域広告
料、武石地域夏祭り事業など

○消防施設などの整備…………………………………… 3,264万円
　消防車両整備、消防水利整備
○環境衛生施設の整備…………………………………… 8,722万円
　特定環境保全公共下水道（西内処理区）事業の地方債償還ほか

●都市計画税は、都市計画事業などに要する費用に充てるため、
都市計画区域内の土地または家屋の所有者に納めていただく目
的税です。

【都市計画税11億5,830万円を充てた主な事業の事業費】
○公園の整備……………………………………………… 6,462万円
　上田城跡公園バリアフリー化事業など
○下水道の整備……………………………………… 12億 545万円
　上田処理区、南部処理区、丸子処理区など
○上記事業の地方債償還…………………………… 45億2,291万円

整備された
真田傍陽分団詰所

整備が進む
踏入大屋線

整備された
清明小学校
体育館
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～市の全般的な事務のために～

総務費［82億円］
○交流文化芸術センター・市立美術館建設事業
 　　　　　　　……………………………… 10億5,188万円
○自治会関係事業…………………………………1億5,731万円
　（広報等配布業務等委託、コミュニティ活動等交付金など）
○防犯対策事業……………………………………… 9,216万円
　（防犯灯交換事業補助金、防犯灯電気料補助金など）
○地域自治センター施設整備事業………………… 4,927万円
　（川西地域自治センター整備事業など）
○市民協働推進事業………………………………… 4,485万円
　（わがまち魅力アップ応援事業補助金など）

～ごみ処理や健康づくりなどのために～

衛生費［37億円］
○ごみ処理事業……………………………………5億4,616万円
　（収集・処理委託など）
○予防対策事業……………………………………3億9,527万円
　（予防接種の実施など）
○周産期医療緊急対策事業………………………1億3,459万円
　医師確保のための医学生への修学資金貸付や産婦人科病院
の医師報酬の補助などを行いました。

○環境衛生事業……………………………………1億 949万円
　太陽光発電システム設置に対する補助、環境美化監視員に
よるパトロールなどを行いました。

～雇用の促進と労働者福祉のために～

労働費［2.3億円］
○労働者福祉事業…………………………………1億6,217万円
　（退職金共済掛金の助成、住宅建設資金・生活資金の融資
など）

○雇用対策職業訓練事業…………………………… 1,333万円
　（求職者、労働者支援のセミナーや合同就職面接会など）

～福祉や子育て事業のために～

民生費［190億円］
○児童手当支給事業…………………………… 28億 240万円
○自立支援給付事業…………………………… 25億9,338万円
　（施設支援給付費、居宅介護等支援給付費など）
○保育所管理運営・施設整備事業…………… 13億6,197万円
　（国分保育園の耐震補強工事など）
○民間保育所運営・助成事業………………… 10億7,791万円
○福祉医療費給付事業……………………………7億4,787万円
　平成24年度から対象を拡充し、中学３年までの通院およ
び入院治療費を支給対象にしました。
○児童扶養手当支給事業…………………………6億7,304万円

～商工観光の振興のために～

商工費［53億円］
○中小企業金融対策事業……………………… 43億7,765万円
　（中小企業の資金繰り支援、利子補給など）
○観光宣伝事業……………………………………1億1,322万円
　（おもてなし武将隊結成事業、誘客事業など）
○商工業団体支援事業……………………………… 7,979万円
　信州上田プレミアム商品券の発行事業や商工会議所・商工
会への補助などを行いました。
○観光施設整備事業………………………………… 7,275万円
　（美ヶ原高原観光トイレ改築事業など）

～農業・林業の振興のために～

農林水産業費［25億円］
○土地改良事業……………………………………2億4,535万円
　（農道整備、水路改修など）
○松くい虫防除対策事業…………………………1億5,796万円
　（松くい虫被害木の伐

ばっ

倒
とう

くん蒸
じょう

処理や地上薬剤散布など）
○有害鳥獣防除対策事業…………………………… 5,561万円
　ニホンジカやイノシシなどの有害鳥獣から農作物を守る取
り組みとして、捕獲、侵入防止柵整備や檻・ワナ購入に対
する補助などを行いました。
○地域営農システム確立対策事業………………… 5,458万円
　（農地集積に対する補助、新規就農者に対する給付など）

一般会計の主な使いみち
　市の予算は、道路の建設のために使う土木費、教育のために使
う教育費、というように目的別に区分しています。ここでは、こ
の区分ごとに、平成24年度に実施した主な事業を紹介します。

整備が進む交流文化芸術センター・市立美術館

おもてなし
武将隊

就職支援
フォーラムの様子
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第6
5回人権週間

　国際連合は、昭和23年12月10日に「世界人権宣言」が採択されたことを記念し、12月10日を「人権デー」と定めました。
日本では「人権デー」を最終日とする１週間を「人権週間」として、全国で様々な人権啓発活動が行われ、市でも人権擁
護委員、人権啓発推進委員会の皆さんと連携して街頭啓発活動や人権相談などを行います。

人権擁護委員、人権啓発推進委員会
および関係機関による街頭啓発

　人権週間に合わせ、駅やスーパーマーケットで啓発
チラシや啓発物品の配布を行います。
12月４日㈬　JR上田駅　　（午前７時30分～８時30分）
　　　　　　ツルヤ塩田店（午後４時～５時）
　　　　　　西友真田店　（午後４時～５時）
12月８日㈰　ツルヤ丸子店（午前10時30分～11時30分）

人権について同和問題から考える
　同和問題に関する偏見や差別意識から、結婚における差別、差別発言、差別落書きなどの事案が依然として存在しています。
この問題についての関心と理解を深めていくことが必要です。
「差別電話事件」
　県内で、結婚のことで、「○○番地は同和地区ですか」という電話がありました。このような身元調査はあってはならないこと
です。私たち自身の問題として人権意識を高め、誤った認識や偏見に惑わされず、差別を許さないこころを養っていきましょう。
　各自治会でも人権同和問題について研修会を行っていますので、積極的な参加をお願いします。

平成25年度　啓発活動重点目標および強調事項

みんなで築こう人権の世紀
～考えよう 相手の気持ち 育てよう 思いやりの心～
　法務省と全国人権擁護委員連合会では、人権尊重思想の普及
高揚を図るため、啓発活動重点目標を始め17の強調事項を掲
げ、全ての人が相互に共存し得る平和で豊かな社会の実現に向
けた啓発活動を展開しています。

 １ 女性の人権を守ろう
 ２ 子どもの人権を守ろう
 ３ 高齢者を大切にする心を育てよう
 ４ 障害のある人の自立と社会参加を進めよう
 ５ 同和問題に関する偏見や差別をなくそう
 ６ アイヌの人々に対する理解を深めよう
 ７ 外国人の人権を尊重しよう
 ８ HIV感染者やハンセン病患者等に対する偏見をなくそう
 ９ 刑を終えて出所した人に対する偏見をなくそう
 10 犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう
 11 インターネットを悪用した人権侵害をなくそう
 12 北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深めよう
 13 ホームレスに対する偏見をなくそう
 14 性的指向を理由とする差別をなくそう
 15 性同一性障害を理由とする差別をなくそう
 16 人身取引をなくそう
 17 東日本大震災に起因する人権問題に取り組もう

12月10日から16日は「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」です
　平成18年６月「拉致問題その他北朝鮮当局による人権侵害問題への対処に関する法律」が施行されました。我が国の
喫緊の国民的課題である拉致問題の解決をはじめとする北朝鮮当局による人権侵害問題への対処が、国際社会をあげて
取り組むべき課題とされています。この問題についての関心と認識を深めていくことが必要です。

人権擁護委員による人権相談
　人権に関する問題や家庭に関する悩みごとでお困りの
方はご相談ください。相談料は無料です。

12月４日㈬　午前10時～午後４時　上田駅前ビルパレオ２階

12月４日㈬　午前９時～午後４時　長野地方法務局上田支局

12月６日㈮　午前９時～午後４時　長野地方法務局上田支局

12月７日㈯　午前９時～正午　　　真田総合福祉センター

12月８日㈰　午前９時～正午　　　丸子ふれあいステーション

12月９日㈪　午前９時～正午　　　武石地域自治センター

12月９日㈪　午前９時～午後４時　長野地方法務局上田支局

12月４日～10日

　  人権男女共同参画課　TEL23・5393　　法務局上田支局　TEL23・2001
1010



TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹武石地域自治センター

TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹上田市役所 TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹丸子地域自治センター

TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹真田地域自治センター

I N F O R M A T I O N  P I C K  U P

情
報
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

別所線サンタ列車運行
イメージガールの林恵理さんも参加します
　恒例の別所線サンタ列車イベントを開催します。今回は特別ゲストとして別所線
存続支援キャラクター「北条まどか」イメージガールの林

はやし

恵
え

理
り

さんも参加します。
期　日 　12月15日㈰
定　員 　先着100名

催し

信州上田観光大使
新たに２名の大使を任命
　11月10日、上田城跡公園で開催された上田城けやき並木紅葉ま
つりに合わせて、信州上田観光大使の委嘱式が行われました。今回
観光大使に委嘱されたのは、ともに上田市出身で、別所線支援活動
などに携わっていただいている、声優の真

さな

田
だ

アサミさんと、モデル
の林

はやし

恵
え

理
り

さんです。お二人に、今後の抱負を伺いました。
○真田アサミさん
　『私は長野が好きだ、上田が好きだ』と言い続けて、ようやく今日、
この観光大使という地位をいただき、本当にうれしく思います。季
節に応じて、上田のいいところをPRしていきたいです。
○林恵理さん
　上田は、どこに行っても四季を感じられる素敵な場所です。東京
や地方に行ったときに『こんな素敵なところがあるんだよ』と、たく
さんの方に上田に訪れてもらえるように頑張ります。
　  観光課　TEL23・5408

お知らせ

観光大使に委嘱された真田アサミさん（写真左）観光大使に委嘱された真田アサミさん（写真左）
と林恵理さん（写真右）と林恵理さん（写真右）

時間/内容　
　午前10時／参加切符発売
　（上田駅構内、先着100枚限定、大人720円・小人360円）
　※小学生未満は保護者一人につき二人まで無料、 三人目
　　からは小人運賃
　午前10時47分／サンタ列車上田駅出発、車内にて長野医療衛生
  専門学校音楽療法士学科の生徒によるハンドベ

ルの演奏、バルーンアートプレゼント（☆）
　午前11時４分／下之郷駅到着、ポップコーンのプレゼント（☆）
　午前11時45分／サンタ列車下之郷駅出発、車内にてハンドベルの

演奏、クリスマスプレゼント（☆）、バルーンアートプレゼント（☆）
　午後０時２分／上田駅着（終了）
☆プレゼントはサンタ列車に乗車のお子さん（小学生以下）限定です。

※詳細は、上田電鉄ホームページ、または上田電鉄㈱運輸部（TEL39・7117）へ問い合
わせください。
　別所線電車存続期成同盟会事務局（  地域交通政策課内）　TEL23・5011林恵理さん

北
条
ま
ど
か
サ
ン
タ
バ
ー
ジ
ョ
ン

1111
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ア･ラ･カルトア･ラ･カルト情報情報

Information A La Carte

お
知
ら
せ

真
田
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

工
事
の
お
知
ら
せ

　

12
月
下
旬
か
ら
平
成
26
年
３
月
下
旬
ま

で
、
真
田
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
競

技
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
周
囲
の
歩
行
者
や
車
両
な
ど
の
安
全

確
保
の
た
め
、
防
球
フ
ェ

ン
ス
・
防
護
マ
ッ
ト
工
事

を
実
施
し
ま
す
。
期
間
中

は
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ー
ス
が
利
用
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
事
業
）。

　

教
育
事
務
所　

TEL
72
・
２
６
５
５

平
成
26
年
版
カ
レ
ン
ダ
ー
・

手
帳
プ
レ
ゼ
ン
ト
会

　

事
業
所
や
家
庭
で
使
用
さ
れ
な
い
カ
レ

ン
ダ
ー
や
手
帳
を
、
必
要
と
す
る
方
に

使
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
平
成
26
年
版
カ

レ
ン
ダ
ー
・
手
帳
を
提
供
い
た
だ
け
る
方

は
、
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◇
カ
レ
ン
ダ
ー
・
手
帳
の
持
ち
込
み

●
期
間　

12
月
９
日
㈪
〜
19
日
㈭（
土
日

を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

●
場
所　

生
活
環
境
課
、
ま
た
は
各
地
域

自
治
セ
ン
タ
ー

◇
カ
レ
ン
ダ
ー
・
手
帳
プ
レ
ゼ
ン
ト
会

●
日
時　

12
月
25
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜

（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

●
場
所　
Ｊ
Ｒ
上
田
駅
お
城
口

●
内
容　

カ
レ
ン
ダ
ー
配
布（
一
人
２
〜

３
点
）、
手
帳
配
布（
一
人
１
点
）

●
整
理
券　

当
日
午
後
１
時
か
ら
配
布（
整

理
券
は
カ
レ
ン
ダ
ー
と
手
帳
別
々
に
配

布
。
両
方
も
ら
う
こ
と
も
可
）

　

生
活
環
境
課

　
　

TEL
22
・
４
１
０
０（
内
線
１
３
８
７
）

武
石
番
所
ヶ
原
ス
キ
ー
場

オ
ー
プ
ン

　

12
月
21
日
㈯
か
ら
営
業
を
開
始
し
ま
す
。

当
日
は
、
午
前
10
時
過
ぎ
か
ら
滑
走
可
能

で
す（
初
日
の
み
リ
フ
ト
料
金
無
料
）。

●
料
金　

１
日
券
／
中
学
生
以
上
２
８
０
０

円
、シ
ニ
ア（
50
歳
以
上
）２
０
０
０
円
、

子
ど
も（
小
学
生
）１
５
０
０
円
、
回
数

券
２
０
０
０
円
、
１
回
券
２
０
０
円　

※
全
て
市
民
料
金
。
シ
ニ
ア
は
年
齢
確

　

認
が
必
要
。
未
就
学
児
無
料
。

　

上
田
市
地
域
振
興
事
業
団
武
石
セ
ン

タ
ー　

TEL
85
・
２
８
２
９

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
と

セ
ン
タ
ー
の
ご
み
受
け
入
れ

　

ご
み
収
集
と
上
田
・
丸
子
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
の
ご
み
の
受
け
入
れ
は
、
12
月
31

日
㈫
か
ら
平
成
26
年
１
月
５
日
㈰
ま
で
休

み
と
な
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
課

　
　

TEL
22
・
０
６
６
６

年
末
年
始
の
く
み
取
り

　

年
末
年
始
の
し
尿
・
雑
排
水
の
く
み
取

り
は
、
12
月
29
日
㈰
か
ら
平
成
26
年
１
月

５
日
㈰
ま
で
休
み
と
な
り
ま
す
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

生
活
環
境
課　

TEL
23
・
５
１
２
０

林
退
共
加
入
者
退
職
金
の

受
け
取
り
を
確
認
く
だ
さ
い

　

林
業
に
従
事
し
林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）に
加
入
し
て
い
た
方
で
、
退
職

金
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
方
を
探
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
林
退
共
に
加
入
し
て
い
た

か
分
か
ら
な
い
方
も
お
調
べ
し
ま
す
。
詳

し
く
は
最も

寄よ

り
の
支
部
、
ま
た
は
本
部
へ

問
い
合
わ
せ
・
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
窓
口　
（
独
）勤
労
者
退
職
金
共
済

機
構
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部（
TEL

03
・
６
７
３
１
・
２
８
８
７
）、
同
長
野

支
部（
TEL
０
２
６
・
２
２
５
・
６
０
８
０
）

●
詳
細　

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
の

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.rintaikyo.

taisyokukin.go.jp/

）を
確
認
く
だ
さ

い
。

　

森
林
整
備
課　

TEL
23
・
５
１
２
４

催　

し

ふ
れ
あ
い
夢
コ
ン
サ
ー
ト

２
０
１
３

●
日
時　

12
月
15
日
㈰
午
後
３
時
〜（
開

場
２
時
30
分
）

●
場
所　

真
田
中
央
公
民
館

●
定
員　

先
着
３
０
０
名

●
出
演　

上
田
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ

●
演
奏
曲
目　

ク
リ
ス
マ
ス
協
奏
曲
、
ホ

ワ
イ
ト
・
ク
リ
ス
マ
ス
、
ク
リ
ス
マ
ス
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ほ
か

●
参
加
費　

無
料（
申
込
不
要
）

　

真
田
中
央
公
民
館

　
　

TEL
72
・
２
６
５
５

お
知
ら
せ
／
催
し

今
月
の
表
紙

　11月15日、真田中央公民館主
催の「親子かるがもひろば」が行
われました。未就園児とその保
護者26名が参加して、原

はら

昭
しょう

子
こ

さ
ん（チャレンジママプロジェク
ト）を講師にクリスマスのリー
スを作りました。
　参加者は、それぞれテーマを
決めて、自分で採って来たどん
ぐりや松ぼっくり、用意されたリ
ボンやボンボンなどをホットボ
ンドで土台に付けていきます。
　祖母と参加した戸

と

兵
ひょう

心
ここ

瞳
み

ちゃ
ん（３歳）は、トトロの森をテー
マにリースを作成。「お店やさん
ごっこが好き。新しいレジをサ
ンタさんにお願いする」と話し
てくれました。

親子かるがもひろば



13

tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

Information A La Carte

I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

催
し

さ
さ
ら
の
湯

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

◇
湯
け
む
り
川
柳

●
お
題　
「
温
泉
」

●
応
募
期
間　

12
月
１
日
㈰
〜
平
成
26
年

１
月
13
日
㈪

●
応
募
方
法　

さ
さ
ら
の
湯
に
あ
る
応
募

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、直
接
、

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
31
・
１
１
４
４
）で
さ

さ
ら
の
湯
へ
。

●
応
募
点
数　

一
人
１
作
品（
未
発
表
作

に
限
り
ま
す
）

●
賞
品　

湯
け
む
り
大
賞「
コ
シ
ヒ
カ
リ

20
㎏
」１
名
、
特
別
賞「
温
泉
優
待
券
10

回
券
」１
名
な
ど

◇
餅
つ
き
体
験
・
し
め
縄
作
り
講
習
会

　

昔
な
が
ら
の
餅
つ
き
と
、
し
め
縄
作
り

を
行
い
ま
す
。
つ
き
た
て
の
お
餅
と
猪し
し

鍋

の
振ふ
る

舞ま

い
も
あ
り
ま
す
。

●
日
時　

12
月
21
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午

　

室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
湯

　
　

TEL
31
・
１
１
２
６

　
　

農
政
課　

TEL
23
・
５
１
２
２

く
ら
し
と
健
康
の

無
料
相
談
会

●
日
時　

12
月
13
日
・
20
日
・
27
日
の
金

曜
日
、
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

●
場
所　

上
田
保
健
福
祉
事
務
所

●
対
象　

失
業
・
借
金
・
家
庭
問
題
な
ど

で
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
が
必
要
な

方（
一
人
１
時
間
）。
あ
わ
せ
て
気
力
が

湧わ

か
な
い
・
眠
れ
な
い
な
ど
の
健
康
に

不
安
が
あ
る
方
。
就
労
や
福
祉
に
関
す

る
相
談
を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
方

●
申
し
込
み　

弁
護
士
相
談
は
開
催
日
の

４
日
前
、
就
労
・
福
祉
な
ど
の
相
談
を

併
せ
て
希
望
す
る
場
合
は
開
催
日
の
１

週
間
前
ま
で
に
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

上
田
保
健
福
祉
事
務
所
健
康
づ
く
り

支
援
課　

TEL
25
・
７
１
４
９

上
田
リ
ー
グ

野
球
練
習
体
験
会（
無
料
）

●
日
時　

12
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰
、
平
成

26
年
１
月
18
㈯
・
19
日
㈰
、
２
月
８
日

㈯
・
９
日
㈰
、
３
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
３
時（
雨
天
中
止
）

●
場
所　

古
舟
市
民
緑
地
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
対
象　

中
学
生
以
下
の
児
童
・
生
徒

●
定
員　

先
着
20
名
程
度

●
持
ち
物　

グ
ロ
ー
ブ（
お
持
ち
の
方
）

●
申
し
込
み　

当
日
会
場
で
実
施
。
詳

細
は
、
上
田
リ
ー
グ
事
務
局（
関
・
TEL

０
９
０
・
２
２
３
５
・
５
６
６
６
）へ
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

　
　

TEL
23
・
６
３
７
２

ブ
ラ
ジ
ル
移
動
領
事
館

　

在
東
京
ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
共
和
国
総
領
事

館
の
職
員
が
出
張
し
、
各
種
領
事
業
務
を

行
い
ま
す
。

●
日
時　

12
月
21
日
㈯
午
前
９
時
〜
午
後

４
時（
受
付
午
後
１
時
ま
で
）

●
場
所　

丸
子
文
化
会
館

●
内
容　

出
生
・
婚
姻
・
死
亡
届
、
パ
ス

ポ
ー
ト
、
署
名
認
証
、
委
任
状
の
発
行
、

労
働
相
談
、
医
療
相
談
な
ど

●
詳
細　

必
要
な
書
類
な
ど
は
、
在
東

京
ブ
ラ
ジ
ル
総
領
事
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.consbrasil.org/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い（
電
話
で
の
対
応
は
で

き
ま
せ
ん
）。

　

市
民
課　

TEL
23
・
５
３
３
４

お
産
フ
ェ
ス
タ
in
う
え
だ

●
日
時　

12
月
15
日
㈰
午
前
10
時
開
場

●
場
所　

上
田
創
造
館

●
内
容　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ（
上
田
マ
マ
サ

ブ
に
よ
る
ア
フ
リ
カ
ン
ダ
ン
ス
）、
ち

い
お
ば
さ
ん
の
が
ら
く
た
座
人
形
劇

「
い
の
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」、
授
乳
服

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
講
演
会「
い

つ
産
み
ま
す
か
？
妊
娠
力
の
き
ほ
ん
」

／
河か
わ

合い

蘭ら
ん

氏（
出
産
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

●
参
加
費　

無
料（
申
込
不
要
）

●
そ
の
他　

展
示（
背
守
り
、直な
お

井い

保や
す

彦ひ
こ

い

の
ち
の
写
真
展
）、
落
書
き
コ
ー
ナ
ー
、

カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
、
キ
ッ
ズ
・
赤
ち
ゃ

ん
ス
ペ
ー
ス
、軽
食
の
販
売
な
ど
あ
り
。

詳
細
は
、
育
児
サ
ー
ク
ル
・
ビ
ー
ン
ズ

（
桐
島
・
TEL
24
・
４
１
４
０
）に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

人
権
男
女
共
同
参
画
課

　
　

TEL
23
・
５
２
４
５

ようこそ市長室へようこそ市長室へ

11月に訪問された方の中から紹介します。

　今年３月に設置さ
れた「真田十勇士モ
ニュメント」を授業
の一環で見て回るこ
とで、地域について
深く知ることができ
たと、清明小学校２

真田十勇士モニュメント
設置に対するお礼

年生の皆さんが、11月６日、母袋市長を表敬訪問しました。
　子どもたちは、市長に感謝の言葉を伝えるとともに、十
勇士の演技を披露し、運動会で「真田幸丸」のイメージソン
グに合わせて踊ったダンスを収めたDVDを贈呈しました。
　笹

ささ

沢
ざわ

萌
もえ

さん（２年１組）は、「皆さんの熱い思いによって
十勇士モニュメント設置が実現したことが分かりました。
作ってくれてありがとうございました」と気持ちを伝え、
母袋市長は、「元気な演技をありがとう。友達や家族と何度
でもモニュメントを見て回ってください」と、子どもたち
に話しました。

動画はこちらから
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信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

第
84
回
市
民
公
開
講
座

　

当
セ
ン
タ
ー
循
環
器
内
科
の
医
師
が
分

か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

●
日
時　

12
月
21
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

●
場
所　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
研
修

セ
ン
タ
ー
３
階
講
堂

●
演
題　
「
胸
痛
の
い
ろ
い
ろ
」

●
参
加
費　

無
料（
参
加
者
は
駐
車
場
無

料
、
予
約
不
要
）

　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
22
・
１
８
９
０

外
国
籍
市
民
の
た
め
の

行
政
相
談
会

●
日
時　

12
月
21
日
㈯
午
後
１
時
〜
３
時

●
場
所　

丸
子
文
化
会
館

●
内
容　

行
政
相
談（
在
留
資
格
、
国
籍

取
得
な
ど
の
行
政
手
続
き
に
関
す
る
こ

と
）

●
定
員　

４
名（
応
募
多
数
時
は
抽
選
）

●
参
加
費　

無
料（
当
日
の
相
談
に
限
る
）

●
申
し
込
み　

12
月
13
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
上
田
市
多
文
化
共
生
推
進
協
会

　
（
TEL
25
・
２
６
３
１
）へ
。

　

市
民
課　

TEL
23
・
５
３
３
４

予
防
医
療
啓
発
コ
ー
ナ
ー

（
糖
尿
病
・
メ
タ
ボ
）

　

男
性
は
約
２
人
に
１
人
、
女
性
は
約
６

人
に
１
人
が
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
該
当
者
、
ま
た
は
予
備
群
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
本
当
に
あ
な
た
は
大
丈
夫
？
糖

尿
病
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

は
、
放
っ
て
お
く
と
生
死
に
か
か
わ
る
重

大
な
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ま
ず
は
、
病
気
や
病
態
を
正
し
く

知
り
、
私
は
大
丈
夫
？
か
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

し
ょ
う
。

●
日
時　

①
12
月
８
日
㈰
午
後
２
時
30
分

〜
５
時
30
分
、
②
12
月
21
日
㈯
午
後
２

時
30
分
〜
４
時
30
分

●
場
所　

イ
オ
ン
上
田
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
２
階
フ
ー
ド
コ
ー
ト

●
内
容　

①
パ
ネ
ル
展
示「
糖
尿
病
の
治

療
を
放
置
し
た
働
き
盛
り
の
今
」、
Ｂ

Ｍ
Ｉ
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
、
糖

尿
病
予
防
の
た
め
の
運
動
・
食
生
活
相

談
、
②
ミ
ニ
講
演
会「
メ
タ
ボ
健
診
っ

て
？
特
定
健
康
診
査
を
活
用
し
て
メ
タ

ボ
を
予
防
し
よ
う
！
」／
講
師
：
長
野

県
健
康
づ
く
り
事
業
団
保
健
師
、
メ
タ

ボ
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
（
体
脂

肪
率
、
腹
囲
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）、
運
動
不
足

度
チ
ェ
ッ
ク

●
参
加
費　

無
料（
申
込
不
要
）

催
し

クレジットカードで
支払可能になりました
ふるさと寄附金を
募集しています

お 知 ら せ

　12月から「インターネット寄
附（Yahoo!公金払い）」により、
「ふるさと寄附金」の申し込み
ができるようになりました。
これまでの現金や金融機関を通じた納付に加
え、パソコン、スマートフォンから、クレジッ
トカードによる寄附ができます（5,000円以上
の寄附に限ります）。詳しくは、市ホームペー
ジ「ふるさと寄附金」をご覧ください。

●ふるさと寄附金とは……
　「ふるさと上田や地域を大切にしたい、貢
献したい」という善意の気持ちを寄附金とい
う形にするものです。市では、寄附者の想い
にそって寄附金が使われるようメニューを設
けています。
Ａ夢に向かって！ 上田城復元プロジェクト
Ｂ菅平高原スポーツ応援団！ スポーツ施設
整備推進事業
Ｃがんばれ子どもたち！学び舎応援 学校教
育活動支援事業
Ｄいつまでも大切にしたい私の故

ふる

郷
さと

 上田の
原風景保全整備事業
Ｅ文化芸術の薫るまちづくり 交流文化芸術
センター・市立美術館整備事業
Ｆ市長におまかせ！
※寄附金額のうち2,000円を超える部分につ
いては、一定限度まで所得税や個人住民税
の控除を受けることができます。
　  政策企画課　TEL23・5112

市ホームページ
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター
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●
詳
細　

㈱
ジ
ャ
パ
ン
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

ズ（
TEL
03
・
３
２
９
１
・
０
１
１
８
）へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
３

講
座
・
教
室

冬
を
乗
り
切
る
！

マ
ラ
ソ
ン
講
習
会（
全
３
回
）

　

わ
か
り
や
す
い
指
導
に
定
評
の
あ
る
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ー
チ
の
前ま
え

田だ

浩ひ
ろ

美み

氏（
上
田

市
出
身
、
１
９
９
１
年
東
京
国
際
女
子
マ

ラ
ソ
ン
で
日
本
人
第
２
位
）を
講
師
に
迎

え
マ
ラ
ソ
ン
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

12
月
21
日
、
平
成
26
年
２
月
15

日
、
３
月
15
日
の
土
曜
日
午
後
１
時
30

分
〜
４
時

●
場
所　

真
田
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス（
雨
天
時
は
真
田
運

動
公
園
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
）

●
対
象　

18
歳
以
上
の
方

●
定
員　

先
着
30
名

●
参
加
費　

１
回
２
０
０
０
円（
３
回
参

加
の
場
合
５
０
０
０
円
）

●
申
し
込
み　

12
月
７
日
㈯
午
前
10
時
以

降
、
電
話（
TEL
72
・
２
６
５
７
）、
ま
た

は
直
接
さ
な
だ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ
。

　

教
育
事
務
所　

TEL
72
・
２
６
５
５

気
づ
き
の
発
想
を
豊
か
に
し

〝
気
づ
く
力
〞を
育
む
講
座

　

日
常
生
活
や
社
会
の
変
化
の
中
で
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
に
気
づ
き
、
地
域
課
題
の
解

決
や
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
生
か
す
た
め
の

「
気
づ
く
力
」を
育
み
ま
す
。

●
日
時　

12
月
14
日
㈯
午
後
１
時
〜
４
時

30
分

●
場
所　

西
部
公
民
館

●
講
師　

小こ

林ば
や
し

博ひ
ろ

明あ
き

氏（
ま
ち
の
縁
側
育

み
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
が
の
世
話
人
）

●
定
員　

先
着
30
名

●
受
講
料　

１
０
０
円

●
持
ち
物　

地
域
の
課
題
や
ま
ち
づ
く
り

活
動
に
関
す
る
、
最
近
気
に
な
っ
た
新

聞
記
事
な
ど

●
申
し
込
み　

12
月
12
日
㈭
ま
で
に
電
話
、

ま
た
は
直
接
左
記
へ
。

　

西
部
公
民
館　

TEL
27
・
７
５
４
４

催
し
／
講
座
・
教
室

都市計画の変更案を縦覧します

お 知 ら せ

　上田都市計画区域の変更（上田および丸子都市計画
区域の統合）にあたり、県と市では、都市計画法に基
づき各種都市計画の変更案を縦覧します。当該都市計
画の変更案について、縦覧期間満了の日までに県知事、
市長宛てに意見書を提出することができます。
●縦覧内容
　○上田都市計画　都市計画区域の整備、開発及び保全
の方針（都市計画区域マスタープラン）の変更

　○上田都市計画区域の変更（参考縦覧）
　○上田都市計画区域の変更に伴う都市施設等の名称

変更
●縦覧期間
　12月12日㈭～27日㈮
　（土日祝日を除く午前８時30分～午後５時15分）
●縦覧場所
　県庁都市計画課、上田建設事務所整備課、市役所都
市計画課、および丸子・真田・武石地域自治センター
建設課

　※県庁都市計画課と上田建設事務所整備課では都市
計画区域マスタープラン、都市計画区域の変更な
ど、一部の図書のみ縦覧できます。

　※変更案概要は、縦覧期間中に県、および市ホーム
ページでもご覧いただけます。

●意見書の提出
　縦覧場所に用意してある用紙に必要事項を記入の
上、縦覧期間内に縦覧場所で提出してください。意
見書を提出できる方は、市民または利害関係者に限
ります。

※郵送の場合は12月27日㈮必着。メール・FAX不可
　長野県建設部都市計画課　TEL026・235・7297
　　長野県上田建設事務所整備課　TEL25・7165
　　  都市計画課　TEL23・5127
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う
つ
病
家
族
教
室
を
開
催

（
全
３
回
）

●
日
時　

①
12
月
19
日
㈭
、
②
平
成
26
年

１
月
９
日
㈭
・
③
29
日
㈬
午
後
１
時
30

分
〜
４
時（
原
則
３
回
参
加
）

●
場
所　

上
田
合
同
庁
舎

●
内
容　

①「
う
つ
病
と
家
族
の
対
応
に

つ
い
て
」・「
利
用
で
き
る
制
度
に
つ
い

て
」、
②「
家
族
の
接
し
方
」、
③「
う
つ

病
を
経
験
し
た
方
の
体
験
発
表
」

●
対
象　
う
つ
病
と
診
断
さ
れ
た
方
の
家
族

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

12
月
16
日
㈪
ま
で
に
、
電

　

話
、
ま
た
は
メ
ー
ル（uedaho-kenko@

pref.nagano.lg.jp
）で
左
記
へ
。

　

上
田
保
健
福
祉
事
務
所
健
康
づ
く
り

支
援
課　

TEL
25
・
７
１
４
９

募　

集

乳
房
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診

追
加
申
込

　

平
成
26
年
２
・
３
月
に
行
わ
れ
る
検
診

の
追
加
申
込
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
対
象　

40
歳
以
上
の
女
性
で
平
成
25
年

４
月
１
日
か
ら
平
成
26
年
３
月
31
日
に

迎
え
る
年
齢
が
偶
数
年
齢
の
方
、
ま
た

は
乳
房
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
の
対
象
者（
平
成
25
年
４

月
１
日
時
点
で
40
、
45
、
50
、
55
、
60

歳
の
方
）

●
場
所　

申
込
者
に
後
日
郵
送
し
ま
す

●
内
容　

乳
が
ん
を
発
見
す
る
た
め
、
乳

房
を
専
用
の
機
械（
板
）で
は
さ
み
、
レ

ン
ト
ゲ
ン
撮
影
し
ま
す
。

●
定
員　

先
着
２
４
０
名

●
受
診
料　

１
３
０
０
円（
ク
ー
ポ
ン
券

を
お
持
ち
の
方
は
無
料
）

●
申
し
込
み　

12
月
20
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
４

審
議
会
等
附
属
機
関
の

委
員
を
募
集

◇
上
田
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

●
審
議
内
容　

市
の
国
民
健
康
保
険
事
業

の
運
営
に
関
し
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ

て
調
査
審
議
し
ま
す
。

　

国
保
年
金
課　

TEL
23
・
５
１
１
８

◇
上
田
市
介
護
保
険
運
営
協
議
会

●
審
議
内
容　

市
の
介
護
保
険
事
業
の
運

営
に
関
し
て
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ
て

調
査
審
議
し
ま
す
。

　

高
齢
者
介
護
課

　
　

TEL
23
・
６
２
４
６

◇
共
通
事
項

●
応
募
資
格　

20
歳
以
上
の
市
民（
公
募

に
よ
り
他
の
審
議
会
へ
参
画
さ
れ
て
い

る
方
は
、
応
募
不
可
）。
上
田
市
国
民

健
康
保
険
運
営
協
議
会
は
、
国
民
健
康

講
座
・
教
室
／
募
集

お 知 ら せ

市道神畑原峠線が開通します
　赤坂交差点の渋滞を解消するために、市で進めてきた市道神畑原
峠線道路整備事業のうち、御所地区から倉升地区（1,530ｍ・図①～
②の区間）が、12月21日㈯から供用を開始します。当日は、午前10
時30分からの開通式後、一般車両への開放を予定しています。
　また、主要地方道上田丸子線から市道川辺町国分線の間（270ｍ・
図③～④の区間）は、平成26年６月に開通する予定です。
　なお、併せて進めていました市道川辺町国分線道路整備事業は、
神畑地区から川辺町地区（900ｍ・図⑤～⑥の区間）が11月下旬に開
通しています。
　  土木課　TEL23・5126
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お宝発見！
市内の国指定文化財を紹介するコーナーです。

上田の

保
険
の
加
入
者

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

●
報
酬　

市
の
条
例
に
よ
り
支
給

●
応
募
方
法　

所
定
の
申
込
書（
担
当
課

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
）を

担
当
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。後
日
、

面
接
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

●
応
募
締
切　

12
月
20
日
㈮

伊
豆
大
島
等
台
風
26
号
災
害

東
京
都
義
援
金
の
募
集

　

義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て

東
京
都
に
設
置
さ
れ
る
義
援
金
配
分
委
員

会
か
ら
被
災
者
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

●
期
間　

平
成
26
年
１
月
31
日
㈮
ま
で

●
募
金
箱
設
置
場
所　

市
役
所
南
庁
舎
１

階
福
祉
課
窓
口
前　

※
日
本
赤
十
字
社

へ
直
接
送
金
希
望
の
方
は
、
日
本
赤
十

字
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

jrc.or.jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

福
祉
課　

TEL
71
・
８
０
８
１

　　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１

ほ
の
暗
い
お
堂
の
中
の
優
し
い
ま
な
ざ
し

「
薬
師
如
来
坐
像
」（
中
禅
寺
）

仏
像
の
背
面
に
置
か
れ
た
光こ

う

背は
い

は
、
一
部
は
失
わ
れ
て
い

る
も
の
の
造
立
当
初
の
も
の
で
す
。
光
背
は
如
来
の
体
か

ら
発
す
る
光
明
を
表
し
、
表
現
さ
れ
た
形
や
彫
刻
は
み
ご

と
な
も
の
で
す
。
如
来
が
座
る
台
座
の
蓮れ

ん

華げ

の
花
び
ら
は

失
わ
れ
て
蓮
の
花
の
芯
部
を
表
す
蓮れ

ん

肉に
く

部ぶ

だ
け
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
前
期
、
全
国
各
地
に
勢
力
を
張
っ

た
有
力
氏
族
や
武
家
に
よ
っ
て
寺
院
や
仏
像
が
多
く
造
ら

れ
ま
し
た
。
こ
こ
中
禅
寺
の
本
尊
薬
師
如
来
坐
像
、
薬
師

堂（
と
も
に
重
用
文
化
財
）、金
剛
力
士
像（
県
宝
）も
ま
た
、

後
白
河
法
皇
の
法ほ

う

住じ
ゅ
う

寺じ

最さ
い

勝し
ょ
う

光こ
う

院い
ん

の
領
地
で
あ
る
塩し

お

田だ
の

庄し
ょ
う

を
管
理
し
た
氏
族
か
、
塩
田
庄
の
地
頭
職
が
関
与
し
た
可

能
性
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
平
安
京
や
鎌
倉
幕
府
と
塩
田
平

が
直
結
し
て
い
た
歴
史
を
語
る
、
き
わ
め
て
貴
重
な
遺
産

で
す
。

　

な
お
、
こ
の
如
来
の
附

つ
け
た
り

指し

定て
い（
国
指
定
物
件
の
価

値
を
補
完
す
る
も
の
）と

な
っ
て
い
る
木
造
神し

ん

将し
ょ
う

立り
ゅ
う

像ぞ
う（
南
北
朝
末
頃
）の
作
も

本
尊
と
並
ん
で
安
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

前
山
の
中
禅
寺
薬
師
如
来
坐
像
は
、
優
し
い
ま
な
ざ
し

を
た
た
え
た
表
情
、
ゆ
っ
た
り
と
構
え
た
姿し

態た
い

な
ど
、
穏

や
か
で
丸
み
を
帯
び
た
平
安
後
期
の
作
風
を
基
本
と
し
て

い
ま
す
。
一
方
、肩
や
膝
の
張
り
や
衣え

文も
ん

の
彫
り
の
特
徴
、

ま
た
台
座
の
下
の
受
座
に
生
き
生
き
と
描え

が

か
れ
た
、
馬
上

の
武
士
が
狩
り
を
し
て
い
る
戯ぎ

画が

の
題
材
や
描
き
方
か

ら
、
お
そ
ら
く
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
造
像
と
み
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

製
作
技
法
は
寄よ

せ

木ぎ

造
で
、
桂
材
が
用
い
ら
れ
、
左
手
に

薬や
っ

壺こ

を
乗
せ
、
結け

っ

跏か

趺ふ

坐ざ（
瞑
想
す
る
際
の
座
法
）を
し
て

い
ま
す
。薬
壺
と
左
手
先
は
後
に
補
わ
れ
た
も
の
で
す
が
、

薬師如来坐像

馬上から弓を射る武士の墨画

〈
お
知
ら
せ
〉

　

今
月
の「
情
熱
地
域
」
は
、
都
合
に
よ

り
休
載
し
ま
す
。
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募
集

産
婦
人
科
病
院
の
薬
剤
師

臨
時
職
員
を
募
集

●
応
募
資
格　

昭
和
29
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方

●
任
用
期
間　

平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で

（
更
新
あ
り
）

●
勤
務
地　

市
立
産
婦
人
科
病
院

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
職
務
内
容　

産
婦
人
科
病
院
で
の
薬
剤

師
業
務

●
賃
金　

市
の
要
綱
に
よ
り
支
給
し
ま
す

（
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

●
申
し
込
み　

履
歴
書
を
直
接
左
記
へ
。

面
接
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

　

市
立
産
婦
人
科
病
院

　
　

TEL
22
・
１
５
７
３

生
涯
楽
習
上
田
自
由
塾

講
師
募
集

　

あ
な
た
の
培つ
ち
か

っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
て「
教
え
る
楽
し
さ
」を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

●
資
格　

ど
な
た
で
も（
年
齢
・
資
格
・

地
域
制
限
な
ど
な
し
）

●
テ
ー
マ
・
内
容　

初
め
て
の
方
で
も
気

軽
に
学
べ
る
、
趣
味
・
研
究
し
て
い
る

も
の
、
職
業
上
で
の
経
験
な
ど
で
教
え

ら
れ
る
も
の（
た
だ
し
、
政
治
、
宗
教
、

企
業
や
職
業
な
ど
の
宣
伝
・
営
利
目
的

と
す
る
も
の
な
ど
は
除
く
）

●
期
間
／
回
数　

平
成
26
年
４
月
12
日
㈯

（
開
塾
式
以
降
）〜
平
成
27
年
３
月
／
月

１
〜
２
回
、
１
回
90
分（
原
則
）

●
開
催
会
場　

主
に
市
内
の
公
民
館
な
ど

の
公
共
施
設

●
申
し
込
み　

平
成
26
年
１
月
６
日
㈪
厳

守
。
各
公
民
館
、
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

な
ど
に
あ
る「
講
座
計
画
書（
講
師
申
込

書
）」に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送

（
〒
３
８
６

－

０
０
１
７　

踏
入
２

－
１

－

15　

池
野
第
２
ビ
ル
２
階
）、
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
71
・
０
３
８
４
）で
、
生

涯
楽
習
上
田
自
由
塾
事
務
局
へ
。
書
式

は
自
由
塾
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
。
詳
細
は
、
生
涯
楽
習
上
田

自
由
塾
事
務
局（
TEL
22
・
６
８
４
０
）へ
。

●
講
師
説
明
会　

平
成
26
年
２
月
初
旬

（
該
当
者
に
改
め
て
連
絡
。
要
出
席
）

　

生
涯
学
習
課　

TEL
23
・
６
３
７
０

お 知 ら せ

道路の除雪作業にご協力を

◇市道の除雪と凍結防止剤散布
　指定した幹線道路と峠道を中心に、次の要領で実
施します。
・除雪作業は積雪が10㎝を超える時に実施し、引き
続き降雪が予想される場合は、指定した補助幹線
道路まで拡大します。なお、大雪時は時間的制約
から、凹

おう

凸
とつ

を均
なら

す程度になる場合があります。
・凍結防止剤散布は、路面が凍結している時、また
は凍結の恐れがある時に実施します。

※除雪・凍結防止剤散布指定路線図は、市役所土木
課、各地域自治センター、市ホームページで閲覧
できます。

◇スムーズな除雪作業のために
・作業に支障となる物を道路に置かないでください。
・除雪車が通った後、住宅の出入口に雪が残ること
がありますが、各家庭で除雪をお願いします。

・雪を道路に出すと交通事故の原因となるため、道
路上に雪を出さないでください。

◇除雪にご協力を
　行政でできる除雪作業には限界があります。凍結
防止剤は各自治会に配布していますので、生活道路
や歩道などの除雪、または凍結防止剤の散布は、地
域の皆さんや自治会でお願いします。
※国道18号・上田バイパス・上田坂城バイパスは、
長野国道事務所上田出張所（TEL22・2737）へ、国道
18号以外の国道・県道は、上田建設事務所維持管
理課（TEL25・7166）へ問い合わせください。

　 土木課　TEL23・8242　　 建設課　TEL42・1032
　　 建設課　TEL72・4331　　 建設課　TEL85・2793
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有料広告掲載のお問い合わせは、上田市広報情報課（TEL71･8080）または㈲ダンディ信濃（トミー企画 TEL23･1706）へ。

読者通信は、市民の皆さんからの話題提供や投稿でつづるコーナーです。
掲載希望の方は広報情報課（TEL71・8080）までご連絡ください。

　

鹿
教
湯
温
泉
の
五ご

台だ
い

橋き
ょ
う

・
文も

ん

殊じ
ゅ

堂ど
う

へ
と
続
く
参
道
へ
約

２
０
０
個
の
氷
灯
ろ
う
が
並
べ
ら
れ
る「
氷
灯
ろ
う
夢
祈

願
」は
、
今
年
で
16
年
目
を
迎
え
ま
す
。
地
元
の
方
が
観

光
に
活い

か
し
た
い
と
い
う
想
い
で
氷
灯
ろ
う
を
自
作
し
、

観
光
協
会
に
持
ち
込
ん
だ
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、「
冬

の
鹿
教
湯
の
新
名
物
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」と
い
う
こ

と
で
観
光
協
会
が
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
イ
ベ
ン
ト

を
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

毎
年
、
地
元
西
内
小
学
校
の
児
童
が
ろ
う
そ
く
の
火
を

灯と
も

す
お
手
伝
い
を
し
て
く
れ
て
お
り
、
地
元
住
民
・
協
会

員
が
協
力
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。
こ
の

氷
灯
ろ
う
を
楽
し
み
に
来
ら
れ
る
観
光
客
の
方
々
が
年
々

増
え
て
お
り
、「
冬
の
鹿
教
湯
の
名
物
」と
言
え
る
イ
ベ
ン

ト
に
な
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
こ
の「
氷
灯
ろ
う
夢
祈
願
」を
全
国
の
皆
さ
ん
に

も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面

で
情
報
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
子
ど
も
た
ち
、
若
者
、
そ
し
て
お
年
寄
り
ま
で
、
よ

り
多
く
の
方
々
に
親
し

ま
れ
る「
氷
灯
ろ
う
夢
祈

願
」に
し
て
い
き
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
12
月
26
日
㈭

か
ら
翌
年
２
月
２
日
㈰

ま
で
の
期
間
、
午
後
４
時

30
分
か
ら
ろ
う
そ
く
の

灯
が
消
え
る
９
時
ご
ろ

ま
で
、
幻
想
的
な
光
と
寒

空
と
の
共
演
が
行
わ
れ

ま
す
。
４
時
30
分
か
ら
の

点
灯
に
は
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
の
で
、
参

加
希
望
の
方
は
文
殊
の

湯
前
に
お
集
り
く
だ
さ

い
。

鹿
教
湯
温
泉
冬
の
風
物
詩

氷
に
と
も
し
び
を「
氷
灯
ろ
う
夢
祈
願
」

記
事
投
稿
／
鹿
教
湯
温
泉
観
光
協
会
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日　時 　12月23日（月・祝）
 11：00～12：00
 （開場10：30）
出　演 　玉﨑真弓氏（ソプラ

ノ）、小
お

栗
ぐり

華
はな

絵
え

氏（ピア
ノ）ほか

料　金 　500円
　　　　　（３歳未満は無料）

ニューイヤーコンサート2014
　「新春」を飾る華やかな弦楽六
重奏のコンサートです。コンサー
ト前には、限定の活性にごり酒
（J

ジ ャ パ ニ ー ズ

apaneseシャンパン）や、しぼ
りたて生酒などの試飲、お汁粉の
振る舞いなども予定しています。
日　時 　平成26年１月３日㈮
 15：00～17：00
 （開場14：00）
出　演 　長

なが

原
はら

幸
こう

太
た

withニューイ
ヤーフレンズ

曲　目 　「ベートーヴェン交響曲第７番」のほか、ヨハン・
シュトラウスやルロイ・アンダーソンの作品な
ど、新春にふさわしい音楽をお届けします。

料　金 　一般2,500円（当日3,000円）、高校生以下1,000円
チケット 　信州国際音楽村、平安堂（上田店・上田しおだ野

店）、丸子文化会館ほかで販売

音楽村恒例 新春寄席
　毎年恒例の新春寄席です。イベ
ント終了時には、お年玉プレゼン
トの抽選会も予定しています。
日　時 　平成26年１月５日㈰
 14：00～（開場13：30）
出　演 　三

さん

遊
ゆう

亭
てい

兼
けん

好
こう

氏、瀧
たき

川
がわ

鯉
り

昇
しょう

氏、春
しゅん

風
ぷう

亭
てい

柳
りゅう

若
じゃく

氏、
瀧
たき

川
がわ

鯉
こい

和
わ

氏
料　金 　一般2,000円
　　　　　（当日2,500円）、
 小中学生1,000円（当日1,500円）
チケット 　信州国際音楽村、平安堂（上田店・上田しおだ野

店）、丸子文化会館ほかで販売

信濃国分寺資料館
TEL27・8706

信濃国分寺資料館「資料館講座」
　今年の資料館講座は、第１～３回まで正倉院文書の中か
ら「東大寺写経所に暮らす写経生たちの生活」を中心にわか
りやすく解説します。また第４回は、当館資料から「原町

商人成
なる

沢
さわ

雲
うん

帯
たい

の古瓦収集」の様子を明らかにします。
日　時 　①12月14日、②平成26年１月18日、③２月15日、

④３月15日の土曜日10：00～12：00
定　員 　先着40名
参加費 　400円（資料代４回分）
申し込み 　12月７日㈯以降、電話で。

池波正太郎真田太平記館
TEL28・7100

特別企画展「池波正太郎のパリ～田園の微風より～」
　池波正太郎生誕90年・池波正
太郎真田太平記館開館15周年を
記念して特別企画展を開催しま
す。池波正太郎が愛したパリを描
いた絵画や関係資料を展示しま
す。
期　間 　12月７日㈯～
 平成26年３月２日㈰
 ※水曜日、祝日の翌日

　は休館
時　間 　10：00～18：00（入館は17：30まで）
入館料 　一般300円、高大学生200円、小中学生100円（市

内高校生以下は無料、団体・障がい者割引あり）

中央公民館
TEL22・0760

ベビーサイン講座
日　時 　12月16日、平成26年１月20日、２月17日、
 ３月17日の月曜日、10：30～11：30
内　容 　赤ちゃんと手話やジェスチャーでコミュニケー

ションをとります。
対　象 　６か月～１歳６か月児と保護者
定　員 　先着15組
参加費 　400円（初日に徴収）
申し込み 　12月10日㈫午前９時以降、電話で。

多文化にタッチ講座「多国籍DEクリスマス会」
　多国籍の料理を持ち寄り、受講者同士で楽しく交流しま
しょう。アルパ（ラテンアメリカの楽器）演奏・ペルー民謡
のパフォーマンスもあります。
日　時 　12月21日㈯16：00～18：30
持ち物 　300円分のプレゼント（交換用）、飲み物、また

は食べ物１品（２人分以上）
申し込み 　12月10日㈫午前９時以降、電話で。当日の飛

び入り参加も大歓迎です。

信州国際音楽村の続き 信濃国分寺の続き
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施設イベント

マルチメディア情報センター
TEL39・1000　URL http：//www.umic.jp/

3Dプリンタ体験会
　マルチメディア情報センターに導入した3Dプリンタの
出力の様子を展示し、質問にお答えします。
日　時 　12月21日㈯13：30～16：00
※開催時間中の都合の良い時間にお越しください。
対　象 　3Dプリンタを「どんなものか見てみたい」方
内　容 　3Dプリンタの仕組み、費用、出力までの手順、

3Dデータの作成方法などの概要、マルチメディ
ア情報センターでの利用方法を説明します。

参加費 　無料
申し込み 　12月20日㈮までに、電話で。

Excel初心者講座２日間コース[Excel2013使用]
　最新バージョンのExcel2013を使った初心者向け講座で
す。
日　時 　平成26年１月９日㈭・16日㈭13：30～16：00
対　象 　文字入力のできる方
定　員 　先着20名（最小催行人数５名）
参加費 　2,500円（別途テキスト代1,260円）
申し込み 　12月19日㈭～平成26年１月７日㈫に、電話で。

信州国際音楽村
TEL42・3436　URL http：//www.ongakumura.jp/

12月KODAMA金曜サロン
　「X'masスペシャルコンサート」として、フラメンコ・ギ
ター、ヴァイオリン、タブラ
（太鼓の一種）を中心とした
「スパニッシュ・コネクショ
ン」による、スペシャルバー
ジョンのコンサートです。「ワ
インセミナー」も予定してい
ます。
日　時 　12月20日㈮18：30～20：30
　　　　　（開場18：00、セミナー18：30、開演19：00）
出　演 　スパニッシュ・コネクション
料　金 　1,500円（セミナー・ドリンク・お菓子付き）
チケット 　信州国際音楽村、平安堂（上田店・上田しおだ野

店）、丸子文化会館ほかで販売

クリスマスキッズコンサート2013
　声楽家の「玉

たま

﨑
ざき

真
ま

弓
ゆみ

」さんなどによる楽しいコンサートで
す。演奏だけでなく、ワークショップとして、クリスマス
の楽しい曲をみんなで歌う「たまちゃんとクリスマスの曲
を一緒に歌おう」のコーナーもあります。

上田情報ライブラリー
TEL29・0210

フラワーアレンジ講習会
　伝統の和風文化に思いきり親しんでみましょう。正月用
花（フラワーアレンジ）の作り方と抹茶の飲み方を指導いた
だきます。花の作製後、一服のお茶をお楽しみください。
日　時 　12月27日㈮13：30～15：30
場　所 　上田駅前ビル・パレオ２階会議室
テーマ 　正月迎えの花と抹茶を楽しむ
講　師 　関

せき

口
ぐち

鶯
おう

佳
か

氏（勅使河原和風会・青い鳥主宰）
定　員 　先着30名
参加費 　2,500円（材料費を含む）
持ち物 　花ばさみ、エプロン、作品を持ち帰るための袋、

ゴミ袋
申し込み 　12月７日㈯～23日（月・祝）に、電話で。

上田情報ライブラリー2014年新春イベント
　新しい年の初めにふさわしい、和の響きに憩いましょう。
筝
こと

、尺八、ギターによる演奏をお楽しみください。縁起の
良い福茶のサービスもあります。
日　時 　平成26年１月５日㈰13：30～15：30
出　演 　邦楽グループ響

きょう

曲　目 　「日本の歌曲より」、「情熱大陸」、「ジュピター」
ほか

定　員 　先着70名
参加費 　一般500円、高校生以下無料（要申し込み）
申し込み 　12月８日（日）以降、電話で。

Edoワールドへようこそ！城下町上田見聞録
　江戸時代の城下町上田のありさまを絵図や道中記によっ
て明らかにしていきます。
日　時 　平成26年１月８日㈬13：30～15：00
 ※申込多数時は、１月23日㈭に再度開催します。
演　題 　城下町上田をゆく 海野町の巻・巻の一
講　師 　尾

お

崎
ざき

行
ゆき

也
や

氏（上田社会教育大学講師）
定　員 　先着30名
参加費 　無料
申し込み 　12月11日㈬以降、電話で。

丸子図書館
TEL42・2414

丸子図書館「クリスマスおはなし会」
　「エプロンママ」の皆さんによる、クリスマスにちなんだ
おはなし会を開催します。
日　時 　12月21日㈯10：30～　　 参加費 　無料
申し込み 　不要
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四ツ葉ス
ケッチ

　武石の里が紅葉で色づき始めた
10月27日、第24回ともしびの里
駅伝大会が開催され、県内外から
82チームが参加しました。秋晴
れの下、ランナーはともしび博
物館前をスタートし、全長25.１
㎞を７人でつなぎ健脚を競いまし
た。この大会は「日本一の草駅伝
を目指して」をキャッチフレーズ
に、誰もが参加でき、また、繰り
上げスタートがないことで、参加
した全てのチームが１本のタスキ
を最後までつなげられることか
ら、参加者は毎年楽しみにしてい
ます。
　今年はゲストに北京五輪シンク
ロナイズドスイミング選手の青

あお

木
き

愛
あい

さんを迎え、第１区をランナー
と一緒に走りました。今回が２回
目の出場となる下村輝

きらり

さん（武石
小５年）は「チームの順位が昨年よ
り上がって、とてもうれしかった
です。来年も出て、また４区を走
りたいと思います」と話していま
した。

日
本
一
の
草
駅
伝
を
目
指
し
て

第
24
回
と
も
し
び
の
里
駅
伝
大
会

　

11
月
２
日
〜
10
日
、
上
田
城
跡

公
園
で
上
田
城
け
や
き
並
木
紅

葉
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
野
外
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
け
や
き
並
木

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
紅
葉
物
産
展
な

ど
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
観
光
客

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
特
に
、
２

〜
４
日
に
行
わ
れ
た
秋
の
信
州

上
田
う
ま
い
も
ん
大
集
合
!!
で

は
、「
信
州
ラ
ー
メ
ン
合
戦（
上

田
・
秋
の
陣
）」、「
美お

味い

だ
れ
の

祭
」、「Chef's M

arche

〜
シ
ェ
フ
ズ　

マ
ル

シ
ェ
〜
」に
、
長
蛇
の
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
に

ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

３
日
に
は
、
第
５
回
真
田
幸
村
コ
ン
テ
ス
ト

が
開
催
さ
れ
、
９
名
の
応
募
者
の
中
か
ら
篠し
の

崎ざ
き

正ま
さ

康や
す

さ
ん（
諏
訪
市
）が
、見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

第
５
代
幸
村
公
と
し
て
、
今
後
１
年
間
、
上
田

真
田
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
活
動
さ
れ
る

篠
崎
さ
ん
は
、「
来
年
は
真
田
幸
村
が
大
阪
城

に
入
城
し
て
か
ら
４
０
０
年
目
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
記
念
の
年
に
幸
村
を
や
ら
せ
て
い

た
だ
く
と
い
う
事
は
非
常
に
光
栄
。
精
一
杯
や

り
た
い
」と
、
喜
び
と
決
意
を
語
っ
て
い
ま
し

た
。

第５回真田幸村コンテスト開催
上田城けやき並木紅葉まつり
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このコーナーでは、４
地域の話題や

出来事など
を紹介して

います。

　10月26日、真田中央公民館主催のわんぱく
木工塾が行われました。地域の木材を使うこ
とで、森林や木材に興味を持ってもらいたい
と、木工デザイナー山田ワタルさん（軽井沢町）
とフォレスト工房もくりの皆さんを講師に、真
田地域の小学２～６年生14名が鳥の巣箱を作
りました。長野県産の杉を使った巣箱は、縦横
15cm、高さ20cmほどの大きさで、鳥が出入り
する穴は直径約３cm。スズメやシジュウガラ、
ヤマガラなどが入ります。
　児童たちは、講師の山田さんから巣箱の組み
立て方や金

かな

鎚
づち

の使い方などを教えてもらった
後、巣箱の大きさに切ってある板に釘を打った
りネジで留めたりして組み立てました。
　慣れない作業に、最初は釘をまっすぐに打て
なかった子どもたちも、３本４本と打っていく
と金鎚を持つ手に力も入り上手に打てるように
なりました。関

せき

川
がわ

岳
たけ

樹
き

君（傍陽小６年）は「釘を
打つとき曲がってしまい大変だったが上手にで
きた。家の屋根に置き、すずめが入ると嬉しい」
と話していました。

　

10
月
29
日
、
市

と「
災
害
時
に
お

け
る
応
急
措
置

に
関
す
る
協
定
」

を
結
び
、
台
風
や

豪
雨
な
ど
の
災
害

時
に
い
ち
早
く
応

急
対
応
を
行
う
上

田
市
防
災
支
援
協

会
丸
子
支
部
の
会

員
の
皆
さ
ん
20
人

が
、
丸
子
地
域
内

の
主
要
な
市
道

で
あ
る
千
曲
川

ビ
ュ
ー
ラ
イ
ン
の

清
掃
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
、
十
数
年
前
ま
で
毎
年
行
っ
て
い
た
道
路
清
掃

活
動
を
復
活
さ
せ
た
も
の
で
、
同
支
部
の
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

一
つ
と
し
て
計
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

清
掃
活
動
で
は
、
空
き
缶
や
空
き
瓶
の
ほ
か
、
テ
レ
ビ
や
古
タ
イ
ヤ

と
い
っ
た
大
き
な
ご
み

を
、
約
２
時
間
で
２
ｔ

ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
２
台

分
も
集
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

支
部
長
の
深ふ
か

井い

正ま
さ

文ふ
み

さ
ん
は「
以
前
に
比
べ

て
ご
み
は
減
り
ま
し
た

ね
。
こ
れ
か
ら
雪
の
降

る
季
節
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
除
雪
作
業
に
お

い
て
も
関
係
者
が
一
丸

と
な
っ
て
地
域
の
安
心

安
全
な
環
境
を
見
守
っ

て
い
き
た
い
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

上田市防災支援協会丸子支部が道路清掃活動を行いました

さわやかに走行できますように

小
学
生
が
鳥
の
巣
箱
作
り
に
挑
戦

木
工
職
人
と
も
の
づ
く
り
を
楽
し
も
う
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この印刷物はグリーン購入法の基準を満たす紙を使用しています。

ご意見をお寄せください
「広報うえだ」へのご意見・ご要望などを
お寄せください。▲

郵送　〒386・8601　住所不要　上田市広報情報課宛▲

TEL　71・8080　

▲

FAX　23・5241▲

Eメール　koho@city.ueda.nagano.jp▲

上田市ホームページ　http：//www.city.ueda.nagano.jp/

災害や安全・安心に関する情報をいつでも、どこでも

緊急情報はメール配信で
登録は、右の二次元コードをご利用いただく
か、次のアドレスに空メールをお送くりくだ
さい。mail_reg@www.city.ueda.nagano.jp
　  広報情報課　TEL71・8080

登録用
二次元コード

人口：161,172人 男：78,766人 女：82,406人 世帯数：65,566世帯
　　　（3,349人） 　　（1,550人） 　　（1,799人）

人の動き（平成25年11月１日現在）
（　）内は外国人の人数です。

Ｑ　「おとな運賃」・「こども運賃」について教えてください。
Ａ　「おとな（大人）運賃」は中学生以上に、「こども（小児）運賃」は小学生に適用されます。このほか、「幼
児（１～６歳までの未就学児）」は、大人または小児１名につき、１名が無料になります。ただし、大人・
小児の合計人数を超える幼児の人数がいる場合は、幼児の人数から大人・小児の合計人数を引いた人
数にこども運賃が適用されます。「乳児（１歳未満）」は無料です。

　　まとめると次のようになります。

～運賃と年齢区分のはなし～

　  地域交通政策課　TEL23・5011シリーズ

Vol.9

区　分 運　賃 年　齢 備考（年齢に関する条件など）

おとな（大人） 大　　人 12歳以上 小学校在学中の12歳児は「こども（小児）」

こども（小児） 小児（大人の半額） ６～11歳 小学校入学前の６歳児は「幼児」

幼　　児 原則として無料 １～５歳
大人または小児１名につき同伴幼児１名無
料。幼児だけでの利用は小児運賃

乳　　児 無　　料 １歳未満

※小児運賃で10円未満の端数が生じる場合は10円単位に切り上げ。

確認テストの答え
①300円（大人１人300円。幼児は大人同伴のため無料）
②300円（大人１人300円。幼児は大人同伴のため無料。乳児［６か月］

は無料）
③150円（小児１人150円。幼児は小児同伴のため無料）
④450円（大人１人300円。幼児２人のうち１人は大人同伴のため無料。

もう１人は小児運賃150円）
⑤600円（大人２人600円。幼児２人は大人２人なのでともに無料）
⑥450円（大人１人300円。小児１人［150円］。幼児２人は大人・小児

合わせて２人なのでともに無料）

申込サイト

交流文化芸術センター・市立美術館

愛称募集中!!

■■■ 確認テスト ■■■（答えはこのページの下にあります）
大人運賃300円の区間の場合、次の①～⑥のそれぞれの運賃はいくらになりますか？

①父（45歳）と息子（５歳）

②母（35歳）と娘２人（３歳、６か月）

③小学生の兄（11歳）と弟（４歳）

④祖母（70歳）と孫２人（５歳、３歳）

⑤両親（共に35歳）と子２人（４歳、２歳）

⑥きょうだい４人（14歳、10歳、４歳、３歳）
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